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きびたき長井甦るの会・長井市社会福祉協議会共同企画  

  ～自宅（おうち）でランチorディナー企画～行いました！ 
 

 ５月２３日（土）新型コロナウイルスにより、不要不急の外出自粛要請 

期間が長くなり、外出できないストレスを解消するため、交流会の代わり 

として、アトリエパッションさん（会員の洋食店）のテイクアウトメニュ 

ーを各ご自宅で同じ日に食べるという企画を実施しました。 

 ご希望のメニューを事前にお聞きし、ランチかディナー、ご希望の時間 

にアトリエパッションさんの駐車場で、ドライブスルー形式でお渡しいた 

しました。 

 当日、１０時４５分にアトリエパッションさんと打合せを行い、ランチ 

は３世帯で食事のお渡しもスムーズにいきました。今回初めてお店にいら 

っしゃった方には三密を避けて店内を見てもらいました。 

 １７時からのディナーは、１１世帯３３人分です。こちらで５分刻みに 

割り振りしたのですが、メニューの種類と数が多いため、時間が少しづつ 

ずれてしまったのが反省点です。温かい料理を皆さんに食べて頂きたいと 

シェフが頑張ってくれました。待ち時間は三密にならない様、会員同士が 

話をしたり情報交換をしたり、仲間意識の深まりを感じた場面でした。 

 

 「きびたき長井甦るの会」の代表者の村田 孝さんから、コロナ禍の中 

コメントを寄せていただきました。その中で、先の震災の際、心の糧にさ 

れていたダーウィンの言葉「最も強い者が生き延びるのではなく、～中略～、 

唯一生き残ることができるのは、変化できる者である。」「更に生きる」 

のが「甦るの会」です。落ち着きを取り戻したら、にぎやかに盃を酌み交わ 

しましょう！と綴られています。 

 

 １６世帯のうち１４世帯４０名が参加されました。 

 ご家族で美味しいご馳走を囲み、コロナ禍のストレスを解消し、何より 

も皆さんが笑顔になられたのではないでしょうか。この企画により、会員 

同士の距離間が近くなったと実感しています。定期交流会が通常通り開催 

できるまでもう少しです。それまで三密に気を付けながらがんばりましょう。 

 ５/２３ランチ・ディナー企画の日に、 

白つつじ公園で撮影したものです。 

樹齢７５０年の七兵衛つつじです。 

 昨年は花が少なく、苦情が出たりし 

たのですが、今年は花がびっちり、 

雪が積もったように咲いていました。 

  

 白つつじ公園は明治２８年～２９年 

にかけて、民衆の手で築かれた公園 

です。 

・アトリエパッションの 
 テイクアウトのご馳走 
 
・鈴木酒造店長井蔵の 
  清酒小瓶 
 
・きびたき長井甦るの会代表 
  村田 孝さんのメッセージ 

 今年のつつじは花の付きがよく、昨年よりきれいだったそうです。外出自粛ということで、見に行けなかった方が多
いかと思います。来年もきれいに咲いてもらって、ゆっくり鑑賞したいですね。 



あとがき… 緊急事態宣言が解除されましたが、引き続きコロナに感染しないよう、感染させないよう、マスク着用、
手洗い、消毒などを励行しましょう。さらに、夏場のマスク着用は熱中症にかかりやすくなるようです。人がいない所
ではマスクをはずすなど工夫して、水分補給も忘れないようにしましよう。 

 
  
 R２年度 第２回定期交流会 

 
笹巻き作り講習会に参加しませんか！ 

 

 以前、「笹巻きの作り方を知りたい。」とリクエ

ストがあり、笹巻き作りの時期にあわせ、今回企

画しました。講師の先生をお呼びし、作り方を教

えていただきます。今回は、フェルト生地を笹に

見立てて、飾れる笹巻きを作りたいと思います。

残念ながら、新型コロナウイルスの関係で実際に

調理して食べることはできませんが、作り方を覚

えてみませんか？ 

 参加申込みはお電話でお願いいたします。皆さ

んの参加をお待ちしています。 

 マスク着用で、ご自宅での検温にご協力くださ

い。 
  

 
記 

 
 日    時 ： 6月２５日(木) １０時～１２時 

  会  場 ： 老人福祉センター 面接室 

  内    容 ： 笹巻き作り 

       （フェルト生地のオブジェ） 

  会    費 ： 無料 

  申込締切 ： 6月１８日（木） 

  申込・問合せ先 長井市社会福祉協議会 

  ☎ ８８－３７１１/ ８７－１８２２（直通） 

            担当：手塚・鈴木まで 
 

 
鈴木酒造店長井蔵さんから 
 消毒用アルコールをいただきました 
 
 ５月１８日の山形新聞に、鈴木酒造店さん 

が市へ消毒用アルコールを寄贈された記事 

が掲載されていました。ご覧になった方もい 

らっしゃると思います。それと同じものを「きび 

たき長井甦るの会」の方にもお渡ししたいと、 

鈴木さんからお申し出をいただき、ご寄付 

いただきました。 

 今月の訪問でお会いできた方には直接 

お渡しします。日中不在の方には事前に 

お電話させていただき、お渡し方法を確認 

させていただきます。 

 取扱いについては、別紙にてお配りしま 

すが、少し抜粋して掲載させていただきま 

す。 

 
◎取扱いについて 
 
 ・使用、保管場所において火気を使用しないこと 
 
 ・小児の手の届く場所に使用、保管しないこと 
 
 ・子供が使用する際は、目に入らないような場所に 
   ディスペンサーを置くよう配慮すること 
 
※本製品500mlに対し、130ml加水で60度にする
ことができます。本製品は、アルコール製剤の
供給が整うまでの一時的なものとお考えくださ
い。 
 
 

上の文章については、別紙でお配り 

する、「高濃度アルコールの取扱いに 

ついて」の中に記載されています。 

ディスペンサー 


